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2025年度 小規模多機能ホームもちもちの木 事業報告書 

 

１. 施設の概要 

事業の種類：介護保険法に基づく指定小規模多機能型居宅介護 

      介護保険法に基づく指定介護保険予防小規模多機能型居宅介護 

定   員：29名 

対   象：福崎町在住、介護保険認定を受けておられる方 

営業日及び：通い 9：30～16：30    宿泊 16：30～9：30 

営業時間  訪問 随時対応       短期利用 随時空床対応 

 

２. 職員配置数 

（１）職種別人員               2026年 3月 31日現在 （単位：人）                      

職種 定員 現員 

管理者 1名 1名 

介護支援専門員 1名 1名 

介護職員 基準に準ずる 10名 

看護職員 1名 5名 

 

３. 利用、支援状況 

（１）1日の流れ 

 通い 泊り  通い 泊り 

6： 3 0 
 

起床、洗面 12：00 昼食、口腔清拭 

7： 3 0 朝食、口腔清拭 14：00 入浴、学習療法、手作業 

8： 0 0 利用者迎え 健康チェック 15：00 喫茶提供、機能訓練 

9： 0 0 健康チェック、ラジオ体操 16：00 利用者送り 機能訓練 

10：00 レクリエーション 17：30 

 

夕食、口腔清拭 

11：00 歩行練習、嚥下体操 19：00 
利用者希望ごと

に随時就寝 

 

（２）平均介護度等 

登録者平均：19.8名     平均介護度：2.4 

月平均新規登録者：0.6名   月平均登録解除者：0.5名 
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（３）平均年齢                 2026年（令和 8年）3月 31日現在 

男性：82.6歳    女性：88.1歳    平均：87.1歳 

 

（４）その他、行事、外出、支援状況等 

4 月 桜花見外出 

毎月 
作品、おやつ作り 

カレンダー作り 
10 月 コスモス鑑賞ドライブ 

11 月 喫茶外出 
その他 施設内にて季節に応じたイベ

ントの実施（七夕、クリスマス等） 
3 月 観梅ドライブ 

 

４. 目標と実績                           単位：人 

 

 
2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 

登録者目標 29 19 22 22 22 23 

登録者/ 

年間月平均 
16.0 16.3 19.3 19.3 21.1 19.8 

新規 

登録者数 
8 10 21 15 5 7 

登録 

解除者数 
7 7 13 15 6 6 

介護度/ 

年間月平均 
3.4 3.0 2.8 2.7 2.7 2.4 
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５. 事業計画に対する結果と考察 

 目標：23名   実績：19.8名   平均介護度：2.4 

① 実績減少の主な理由 

   2025年度は登録者数自体に大きな変化はなかったが、「入院者の増加と長期化」が大

きく影響した。 

   ・入院者の急増  ：2024年度 2名に対し、2025年度では 6名に増加。 

   ・期間の長期化  ：平均して約 2 か月間の入院となり、その間の利用実績が減少し

た。 

   ・登録解除の背景 ：末期ガンや肺炎による逝去のほか、骨折後に自宅復帰が困難と

なり、そのままグループホーム、特別養護老人ホームへの入所

が目立った。 

   ・受け入れの制限 ：新規の問い合わせに対し、職員配置の都合で希望条件(曜日等）

が合わず、断らざるを得ない場面があった。 

 ② 今後の改善策 

   登録者増加と地域での信頼獲得に向け、以下の活動を強化する。 

   ・体調管理の徹底（入院の予防） 

    日頃の変化を見逃さず、体調不良時には早めにご家族へ報告・受診を促す事で、 

重症化や長期入院を防ぐ。 

   ・新規登録の促進 

    現在短期入所のみを利用されている方へ、もちもちの木に登録するメリットを分

かり易く伝え、登録への移行を丁寧に勧める。 

   ・地域での認知度アップ 

    認知症カフェを通じて小規模多機能型居宅介護の仕組みを広め、困った時にいつ

でも相談でき、安心して地域生活を維持して頂ける様な事業所を目指す。また、

2025年度では 2カ所であったミニデイサービスの協力要請が、2026年度はすでに

4カ所の協力要請を受けているので、ミニデイサービスでも認知症カフェや小規模

多機能型居宅介護について説明し、認知度アップを目指す。 


